
＊ベネッセコーポレーション「Benesse大学教職員向けWEBセミナー」事前アンケート（2020年5月13日時点の申込者546人）より
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対面講義のみコロナ前

コロナ後

ブレンディッド学習を大学間連携授業へと発展 遠隔ゼミのノウハウを応用し地域連携活動に応用
私立B大学

Wｅｂで授業配信→eラーニングによる事前学習と対面講義を
組み合わせたブレンディッド学習へ。学生からの評判もよく、
総学習時間が増加。対面講義で発展内容を扱う時間を確保

データサイエンス教育の地域コンソーシアムにおいて、
大学間連携授業実施へ

反転授業を学部教育にも活用へ、
Wｅｂ会議ノウハウを生かし、地域連携事業の対象エリアを拡大

地域のHPを作成するスキルをゼミの時間に教員や先輩が指導

作成スキルは各自eラーニングでインプットし、
ゼミの時間はWｅｂ会議を使って議論、発表などアウトプットにあてる

国立A大学

たかたのう●2007年（株）ベネッ
セコーポレーション入社。高校教育
の支援に携わった後、2014年よ
り、高校と大学、そして大学と社会
をつなぐ教育のしくみを研究・開発
している。

（株）ベネッセコーポレーション
大学・社会人事業推進課 課長

高田 能
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感
染
病
予
防
を
目
的
に
日
本
中
の
大

学
で
講
じ
ら
れ
た
入
構
制
限
。
多
く
の

大
学
は
当
初
、「
や
む
を
得
ず
」    ＊1
　遠
隔

学
習
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
弊
社
が
大
学
関
係
者
に
実
施
し
た 

   ＊2
　ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
学
生
の
集
中

力
の
維
持
が
困
難
」「
教
員
の
労
力
の

増
大
」
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
で
今
回
の
経
験
を
通
し
て
遠
隔

学
習
に
教
育
の
深
化
・
発
展
の
可
能
性

を
感
じ
、
そ
の
継
続
的
な
実
施
を
考
え

る
大
学
も
多
い
よ
う
で
す
【
図
表
１
】。

ア
メ
リ
カ
や
中
国
に
比
べ
て
、
日
本
が

遠
隔
学
習
の
導
入
に 

   ＊3
　消
極
的
だ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
む
し
ろ
そ
こ
に
、

日
本
の
高
等
教
育
の
伸
び
し
ろ
が
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　
ひ
と
口
に
遠
隔
学
習
と
言
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
形
式
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
ま
ず
大
き
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信

か
既
製
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
か
に
分
け
、

さ
ら
に
前
者
を
❶
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

対
話
型
、❷
ワ
ン
ウ
ェ
イ
解
説
中
心
型
、

後
者
を
❸
録
画
動
画
配
信
型
と
静
的

な
❹
講
義
資
料
課
題
提
示
型
と
い
う
４

類
型
に
分
け
て
考
え
て
み
ま
す
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
配
信
の
❶
対
話
型
は
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
重
視
で
少
人
数
同
時
受
講
の

授
業
向
き
、❷
の
解
説
中
心
型
は
、
イ

ン
プ
ッ
ト
目
的
の
大
人
数
同
時
受
講
授

業
向
き
、❸
と
❹
の
既
製
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
型
は
、い
ず
れ
も
日
時
を
問
わ
ず
、

学
生
が
自
分
の
都
合
に
応
じ
て
イ
ン

プ
ッ
ト
す
る
学
び
に
適
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
優
劣
が
あ
る
も
の
で
は
な

く
、
受
講
者
数
、
授
業
に
お
け
る
同
時

性
の
重
要
度
と
内
容
（
イ
ン
プ
ッ
ト
系

か
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
系
か
）
な
ど
に
よ
っ

て
使
い
分
け
る
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
決
め
ら
れ
た
時
間
、
決
め

ら
れ
た
場
所
で
行
わ
れ
て
い
た
大
学
の

授
業
は
、
そ
の
目
的
や
内
容
に
よ
っ
て

は
、
時
間
や
場
所
の
制
約
を
設
け
ず
に

学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
【
図
表
３
の
左

学
習
効
果
を
高
め
る

授
業
形
式
の
組
み
合
わ
せ
方

図
】。
イ
ン
プ
ッ
ト
系
の
学
習
は
授
業

外
で
も
可
能
で
、
デ
ジ
タ
ル
と
相
性
が

よ
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
他
方
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
系
の
学
習
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
授
業
で
し
か
で
き
な
い
傾
向
が
あ

り
、対
面
で
の
実
施
が
適
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
学
習
の
効
果
を
最
大
化
す
る

た
め
に
、「
１
単
位
45
時
間
」－－

授
業

を
15
時
間
と
す
れ
ば
、
授
業
外
は
30
時

間

－－

の
中
で
ど
の
よ
う
に
割
り
振
る

か
。
つ
ま
り
、
授
業
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン

す
る
か
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
に
沿
っ
て
、

２
単
位
＝
90
分
×
15
回
の
科
目
に
遠
隔

学
習
を
組
み
込
ん
で
授
業
を
設
計
し
た

例
が
、【
図
表
３
の
右
図
】
で
す
。

　【
図
表
１
】
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
で

は
、
今
後
の
遠
隔
学
習
に
つ
い
て
、
大

学
間
／
産
学
官
連
携
、
入
学
前
／
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
な
ど
、「
発
展
・
応
用
的
」

な
活
用
を
検
討
す
る
大
学
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
リ
ア
ル
タ

イ
ム
配
信
は
距
離
と
い
う
制
約
を
超
え

ら
れ
る
た
め
、
入
学
前
の
高
校
生
、
他

大
学
の
学
生
、
社
会
人
な
ど
、
在
学
生

以
外
の
通
学
が
難
し
い
人
々
へ
の
教
育

に
適
し
て
い
ま
す
【
図
表
２
】。
ま
た

既
製
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
は
、
反
転
授
業

の
推
進
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　「
発
展
・
応
用
的
」
な
活
用
を
実
施
、

検
討
し
て
い
る
大
学
の
事
例
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う【
図
表
４
】。国
立
Ａ
大
学
は
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
を
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
よ
る
事
前
学
習
と
対
面
講
義
を

組
み
合
わ
せ
て
実
施
。
既
製
コ
ン
テ
ン

ツ
配
信
は
苦
手
な
部
分
を
繰
り
返
し
確

認
で
き
る
点
な
ど
の
評
判
が
よ
く
、
学

生
の
総
学
習
時
間
が
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
今
ま
で
移
動
が
ハ
ー
ド

ル
に
な
っ
て
い
た
他
大
学
生
に
向
け
た

授
業
展
開
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
立
Ｂ
大
学
は
、
メ
デ
ィ
ア
表
現
を

学
ぶ
ゼ
ミ
を
遠
隔
学
習
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
従
来
、
教
員
ら
が
対
面
で
行
っ

て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
デ

ザ
イ
ン
の
技
術
指
導
を
、
外
部
の
動
画

講
座
等
で
代
用
。
そ
の
分
、
授
業
時
間

を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
使
っ
た
議
論
や
発
表

に
あ
て
ま
し
た
。
こ
れ
ら
遠
隔
学
習
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
後
、
ほ
か
の
授
業
に
も

生
か
し
た
り
、
地
域
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
の
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
２
大
学
に
限
ら
ず
多
く
の
大
学
が
、

学
内
の
教
育
の
深
化
に
、
ま
た
産
学
官

と
の
連
携
の
発
展
に
、
積
み
上
げ
た
遠

隔
学
習
の
知
見
を
活
用
し
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
大
き
く
急
速
な
う
ね
り
の
中

で
教
育
の
質
を
高
め
る
に
は
、
今
が
勝

負
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
学
間
連
携
・
地
域
連
携
の

触
媒
と
な
る
可
能
性
も

【図表1】コロナ終息後、遠隔学習のノウハウを何に生かしたいか

【図表2】遠隔学習の代表的な形式

【図表3】with遠隔学習の教育改革例 <授業設計を変える>

【図表4】with遠隔学習の教育改革例 ＜大学間・地域連携活動に応用＞
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アウトプットの機会
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発展・応用 入学前教育、他大学連携、リカレント教育へ
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応用

＊1 この記事では、ＩＣＴやメディアを活用した授業、ｅラーニング等を「遠隔学習」という言葉で統一する
＊2 ベネッセコーポレーション「Benesse大学教職員向けWEBセミナー」事前アンケート（2020年5月13日時点の申込者546人）より
＊3 大学の授業におけるｅラーニング導入の割合調査によると、導入率０％の大学の比率は、アメリカ16.7％、中国3.9％に比べ、日本では50.4％に上っている
　 （ベネッセコーポレーション調べ。2020年3月実施）

特集  withコロナ×18歳人口減×入試改革元年 今こそ、大学ブランディング
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